
高齢者の転倒・転落等の事故の多くは居室内で発生しています。
特に寒くなると身体も動きづらくなり転倒事故も多くなっています。
今回は居室内での転倒を防止するレンタル手すりについてご紹介します！

パーキンソン病
の

4大症状
転倒防止が困難
4 姿勢反射障害

関節を動かすと
抵抗感を示す

2 筋固縮（筋強剛）

●ベッドからタンスへ ●入口からベッドへ

進む方向が
目で見てイメージ
しやすいです。

方向転換角度を
穏やかにできます。

動きが鈍くなり
一つの動作開始に
時間がかかる

3 無動

手足が規則的に
震える

1 振戦

体が動きやすくなる
好き・快適・得意・安心

体が動きにくくなる
嫌い・不快・苦手・怖い

たとえばパーキンソン病の方の場合

ベッドからの立ち上がりや急角度での方向転換に
居室の動線が重なる部分に置くことで、初期のパーキンソン症状の
苦手方向への方向転換をサポートします！ パーキンソン病では自分の動き方や

動線が目で見てイメージできると
体が動きやすくなることもあります。

60度から300度まで
30度ピッチで角度調整

ツインディ〈室内用〉

居室内でのシーンに応じたレンタル手すりの一例をご紹介します！
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高齢者に多い転倒事故について

65歳以上（高齢者）の事故 東京消防庁調べ(2017年～2021年)
出展： 救急搬送データから見る日常生活事故の実態(令和3年)

【高齢者の緊急搬送される原因は？】

転ぶ 83.4％
落ちる 9.5％

物が詰まる等 
2.5％

ぶつかる 2.0％ その他 2.5％

救急搬送される
約8割が「転ぶ」！

転倒・転落の事故発生場所  出展：2017年 高齢社会白書（内閣府）

【どこで事故が多いの？】

居住場所 77.1％
一般道路 6.9％

公衆が出入り
する場所
13.3％

その他 2.4％ 不明 0.3％

自宅での
事故が約80％！

特にベッドからの
立ち上がりの他、
ポータブルトイレや
車イスへの移乗時に
多く発生しています。

ムムララココ介護の
知って役立つ

69 居室内転倒を防止するための
手すりのご紹介！



下記QRよりご覧ください。
当社商品をわかりやすくご紹介

らくらく
ダブルの
ご紹介

ひろがるシリーズの特長をご紹介

※データ通信料は、お客様負担となります。※お使いになる機器によってはご覧いただけない場合がございます。あらかじめご了承願います。

寒くなると居室内で過ごす時間も増えます。転倒対策も万全にしましょう！

ベッドからの立ち座りやポータブルトイレへの移乗に
スムーディ〈屋内用〉
らくらくダブル

トイレやキッチン、
居室などへの移動に
上下左右に角度も変えられるひろがる手すり。
室内での伝い歩きを安心サポート。

スムーディ〈屋内用〉 低い姿勢からの
立ち上がりと歩き出しに
面に手をついて立ちやすく、
その後の伝い歩きも支えます。

スムーディ〈屋内用〉
面手すり

2本手すりなので、ADLが低下してきた方にも使いやすいです。

　歩き出し･
　方向転換が不安
➡手すりを
　連結できる
（上下･左右角度変更可能）

　片手すりだと
　立ちづらい
➡両手すりで
　立ちやすい
（体重が分散できる）

クリンディ2台置きより便利
・ベッドから脚がおろしやすい
・体の前方で持て、立ちやすい

　下衣着脱時に
　ふらつく
➡手すりに
　寄りかかれる

）クラも時助介（ 　

　　片手すりだと
　　移乗しづらい
　➡両手すりで
　　移乗しやすい

）定安がスンラバ、て持で幅肩（ 

➡

スムーズな立ち上がり 移乗・立位の安定

安定し体重を掛けられます

立ったあとも支えます

そのまま、歩き出しもサポート

90度 90度

左右に角度調整可能
（5度ピッチ）

玄関でも！

中央支柱で
往復健側対応

支柱位置は
変更できます

ご用命は

このチラシの記載内容は2024年1月現在のものです。

「介護・生活快適商品
 カタログ(2023-2024」
をご覧ください。

詳細は

上記品揃え以外も取り揃えております。

フリー
ダイヤル


